
り大村市政だよ 昭和42年7月10日

1一一国民年金の納期

7月は42年度4、5、6

月分国民年金保険料を納

める月です。まだ納めて

い左い方は早めに市在壇

!岱近 〈の出張所に納めて

〈だきし"'0
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(
乙
こ
を
と
じ
て
く

rさ
い
)

O 

夏
ま
け
を
防
ぐ
栄
養

夏
は
か
ら
だ
の
動
き
が
自

由
で
活
動
的
に
な
り
、
暑
さ

に
抵
抗
す
る
た
め
干
ネ
ル
ギ

ー
の
消
費
も
多
い
。

乙
ん
な
と
き
そ
の
予
防
策
を

こ
う
じ
な
い
と

「
夏
ま
け
」

や
「
夏
や
せ
」
を
起
し
ま
す

こ
の
た
め
に
は
濃
い
色
を
し

た
野
菜
類
に
は

一
般
に
ピ

グ

ミ
ン
A
を
多
量
に
含
ん
で
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
か
ら
、
ト

:， 
マ
ト
、

か

ぼ

ち

ゃ
、
枝
豆
な
ど
を
た
く
さ
ん

だ
べ

て
〈
だ
さ
い
。

レ
パ
l

牛
乳
、
卵
な
ど
も
お
お
い
に

け
っ
こ
う
で
す
。

暑
〈
て
食
欲
が
な
い
と
い

っ
て
、
お
茶
づ
け
や
び
や
し

そ
う
め
ん
だ
け
と

い
う
の
は

い
け
ま
せ
ん
。

と
〈
に
農
家
の
方
は
農
繁

期
の
つ
か
れ
が
残

っ
て
い
ま

す
。
十
分
栄
養
を
取

っ
て
体

力
を
回
復
し
て
お
き
ま
し
ょ

ζ
J

。

ピ
l
マ
シ
、

竹松に保育所を新設
竹松小学校近く に新 しい保育所ができ

ました。保育所は、両親が共稼ぎや病気

で子供の保育が十分にできない場合など

に子供たちをあずかつてす こやかに育て

ようと いう児童福祉施設です。

市内にはこのような保育所が4ヵ所あ
り、竹松保育所は示 5番目のものです。
この保育所にも60人の子供たちがあず
けられ、っゅの晴間l乙M ぶらんこ H や、

グすべ りだい H で毎日をたのしくすごし

ていますD

木造平家建 241平方メー トル
総工費 525万円
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夫婦で年額12万円に
一 老令年金一

国民年金法が改正され年金額が大巾に引上げ

られました。

おもに改正された 乙とはつぎのとお りです。

マ
老
令
年
金

二
十
五
年
間
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
は
年
額
六
万
円

(
月
額
五
千
円
)
に
な
り
、
夫

婦
で
月

一
万
円
で
す
。
(
改

正
前
は
年
額
二
万
四
千
円
)

四
十
年
間
納
付
(
満
二
十

才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
)
し

た
場
合
は
年
額
九
万
六
千
円

(
月
額
八
千
円
)
に
な
り
ま

す。(
改
正
前
は
年
額
四
万
二
千

円
)
マ
障
害
年
金

最
低
保
障
額
を
年
額
六
万

円

(
月
額
五
千
円
)
に
引
上

げ

(
改
正
前
は
年
額
二
万
四

千
円
)
一

級
障
害
の
加
算
額

が
年
額

一
万
二
千
円
(
改
正

前
の

二
倍
)
に
な
り
ま
す
。

マ
母
子
、
準
母
子
年
金

十
八
才
未
満
の
子
ど
も
二

入
扶
養
の
場
合
年
額
六
万
円

(
改
正
前
は
年
額
二
万
四
千

円
)
に
な
り
ま
す
。

マ
遺
児
年
金

年
額

一
万
二
千
円
が
三
万

円
に

二
・
五
倍
の
引
上
げ
で

す
。
マ
障
害
年
金
な
ど
の
障
害
の

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

マ
福
祉
年
金
の
支
給
制
限
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

マ
保
険
料
は
三
十
五
才
未
満

は
二
百
円
、
三
十
五
才
以

上
は
二
百
五
十
円
に
な
り

ま
し
た
。

保
険
料
の
免
除
申
請
は

お
す
み
で
す
か

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

扶
助
以
外
の
扶
助
を
う
け
て

い
る
方
や
所
得
の
な
い
方
、

こ
ん
な
人
は
年
金
が
も

ろ
え
な
く
な
り
ま
す

大
正
四
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
，六
年
四
月
一

日
ま
で
に

生
れ
た
人
は
来
る
七
月
三
十

一
日
ま
で
に
加
入
し
、
六
十

才
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で

に
別
表
⑤
の
年
数
だ
け
保
険

料
を
納
め
る
か
、
免
除
を
受

け
な
い
と
、
老
令
年
金
が
も

ら
え
な
〈
な
り
ま
す
。
今
す

ヤ
加
入
し
、
昭
和
四
十
年
四

月
分
か
ら
保
険
料
を
納
め
ま

し
ょ
う

所
得
が
少
な
〈
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
困
難

はいろう

国民年金

かけよう
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な
方
は
保
険
料
納
付
を
免
除

さ
れ
ま
す
。
い
ま
す
ャ
申
請

書
を
提
出
し
て
〈
だ
さ
い
。

な
お
昭
和
四
十
一

年
度
分

の
保
険
料
の
免
除
を
う
け
て

い
る
方
で、

昭
和
四
十
二
年

度
も
引
続
い
て
免
除
を
う
け

た
い
方
も
あ
ら
た
め
て
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

手
続
き
を
し
な
い
で
お

〈
と、

保
険
料
が
滞
納
と
な

り
将
来
年
金
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

〈
だ
さ
い
。

こんなときには年金がもらえます

障害年金

←一一一一 除1父緒めき18年た才にお町きどし時以おんぼなはまく母は土保のさ3険年子んて料が以供上棚と〔ー免) EるE，〕200円 〈定額とす

母子年金 でZ らしいてお
なさんく 1人につき

やな 準っ母てい子が年しる孫金たと色をとき 子 加算 4，800円

|でる。

、
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お
し
ら
せ

中
小
企
業
振
興
資
金
の

申
込
み
受
付
け

マ
借
入
申
込
者
の
資
格

市
内
に
住
所
と
居
舗
が
あ

り
、
原
則
と
し
て
同
一
業
種

を
引
続
き

一
年
以
上
経
営
し

て
い
る
中
小
企
業
者
で
、
信

用
保
証
協
会
の
対
象
業
種
と

し
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

も
の
ム
資
金
の
使
途

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資

金
と
し
、

国
債
返
済
金
に
は

充
当
で
き
な
い
。

マ
融
資
期
間

運
転
資
金

OO:~~~~~_ 
‘回'関心を沫のよっ

一
年
以
内

コ
i
ナ

l
J

、-
1
町

設
構
資
金

二
年
以
内

マ

刺

率

日
歩
二
銭
二
厘

別
に
信
用
保
証
料

三
厘
五
毛

1
四
厘

マ
申
込
所
商
工
会
議
所

ム
受
付
期
間

七
月
十
五
日
よ
り
七
月
二

十
五
日
ま
で

た
だ
し
、

融
資
枠
に
達
し

た
場
合
は
申
込
み
を
締
切
り

ま
す
。

ム
応
募
資
格

①
昭
和
十
七
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十
四
年
四
月
一

日

(
明
春
高
校
卒
業
見
込

の
者
は
昭
和
二
十
五
年
四

月

一
日
生
)
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

②
身
長
二
ハ
三
セ
ン
チ
メ

l

ト
ル
、
体
重
五
十
キ
ロ
グ

ラ
ム

視

力

O
、
六
以
上

(矯
正

て

O
)

③
学
歴
は
間
い
ま
せ
ん
が
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
必
要
す
る
。

ム
応
募
締
切
七
月
二
十
八

目
、
な
お
第

一
次
試
験
は

八
月
六
日
長
崎
、
佐
世
保

島
原
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
大
村

=国体推進大会を開催=

大村市国体実行委員会は、長崎国体

開催決定一周年を記念して、市民が国

体に対する関心を深め、国体成功への

意欲を高める目的で大村市国体推進大

会をつぎのとおり開催します。

b期日 7月20日

午後2時30分か ら

大村市民会館大ホーJレ

国体実行委員、体育団体、

青年図、婦人会、小学生中

学生高校生 一般市民

大会終了のあと、音楽隊を先頭に参

加者全員市中パレードを行ないます。

コースは、市民会舘→アーケード街→

本町→西沢前→警察前→大村駅前

一般市民多数のと参加をお願いします

県
警
察
官
募
集

長
崎
県
警
察
本
部
、
長
崎

県
人
事
委
員
会
で
は
、
警
察

官
を
募
集
し
て
い
ま
すb会場

b参加者

警
察
署
ま
た
は
派
出
所
、

駐
在
所
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

県
公
立
学
校
教
員
の

志
願
者
選
考
試
験

小
学
校
、
中
学
校
、
養
護

学
校
な
ど
の
長
崎
県
公
立
学

校
教
員
を
志
願
す
る
方
は
つ

ぎ
の
要
領
で
受
験
の
手
続
を

取

っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
出
願
期
限
八
月
十
日

ム
出
願
場
所

長
崎
県
江
戸

町

長

崎

県

教

育

庁

教

職
員
課

マ
試
験
日

第

一
次
詰
験

八
月
十
九
日

な
お
、
出
願
用
紙
な
ど
〈

わ
し

い
こ
と
は
、
長
崎
県
教

育
庁
教
職
員
課
へ

、
宛
名
を

記
入
し
切
手
を
は
っ
た
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

県
自
然
公
園
大
会

小
浜
町
諏
訪
の
池
で

開
く

第
八
回
長
崎
県
自
然
公
園

大
会
が
本
年
度
は
小
浜
町
諏 、，

a 

i 

訪
の
池
野
営
場
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
マ
日
時
七
月
二
十
九
日
午

後
二
時
か
ら
三
十
日
十
二

時
ま
で
(
小
雨
決
行
)

マ
申
込
締
切
七
月
十
九
日

ま
で
に
市
商
工
観
光
課
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
者
が
予
定
人

員
に
達
し
た
場
合
は
締
切
り

ま
す
。
〈
わ
し
い
こ
と
は
市

商
工
観
光
課
に
お
た
づ
ね
〈

だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談
所
開
設

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

の
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
交
通
に
よ
る
被

害
を
受
け
た
と
き
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、

ま
た
、

被
害
者

の
権
利
は
ど
う
し
た
ら
守
ら

れ
る
か
な
ど
を
相
談
す
る
た

た
め
の
も
の
で
す
。

マ
場
所

長
崎
市
築
町

公
民
舘
内

佐
世
保
市
木
場
田
町

北
開
発
振
興
局
内

市県
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日
本
脳
炎
の
予
防
法

町
内
ぐ
る
み
で
蚊
の
駆
除
を

予
防
法
と
し
て
は
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
。
蚊
に
刺

き
れ
な
い
こ
と
。
体
の
抵
抗

力
と
日
常
の
衛
生
に
注
意
す

る
こ
と
が
主
な
予
防
法
で
す

り大村市政だよ

日
日
本
脳
炎
流
行
期
に
入
る

リ

い
よ
い
よ
日
本
脳
災
の
流

行
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
長

崎
県
内
で
も
六
月
六
日
に
南

高
愛
野
町
で
日
本
脳
炎
の
ビ

ー
ル
ス
を
持
っ
た
蚊
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
通
常
、
有
毒

蚊
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
二
週

間
か
ら
四
週
間
後
に
人

へ
の

感
染
が
起
る
と
い
わ
れ
て

い

ま
す
。
そ
れ
を
実
証
す
る
か

の
よ
う
に
、
七
月
三
日
に
県

内
で
始
め
て
の
患
者
が
発
生

死
亡
し
て
お
り
、

今
後
更
に

大
流
行
の
恐
れ
も
あ
る
と

い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
脳
炎
は
蚊
↓
豚
↓
蚊

↓
人
の
感
染
経
路
を
た
ど
り

梅
雨
あ
け
に
は

蚊
の
発
生
も
盛

ん
と
な
り
日
本

脳
炎
発
生
の
危

険
性
も
高
く
な

る
と
思
わ
れ
ま

す
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大
村
市
に
お
け
る
日
本
脳

炎
予
防
援
種
は
既
に
終
っ
て

お
り
、
ワ
ク
チ

ン
不
足
の
折

か
ら
今
後
の
予
防
接
種
は
あ

ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
の
で

蚊
の
駆
除
を
町
内
ぐ
る
み
で

徹
底
的
に
行
な
う
よ
う
心
掛

け
て
〈
だ
さ
い
。

蚊
の
駆
除
方
法

①
水
た
ま
り
を
な
〈
す
こ
と

空
か
ん
空
び
ん
な
ど
が
放

置
さ
れ
て
な
い
か
点
検
し
、

防
火
用
水
な
ど
必
要
な
水
槽

な
ど
に
は
魚
を
飼
う
な
ど
し

て
ボ

l
フ
ラ
の
発
生
を
防
止

し
て
〈
だ
さ
い
。

②
流
れ
が
悪
い
排
水
溝
な
ど

は
良
〈
掃
除
し
て
流
れ
を
良

〈
す
る
こ
と
。

③
蚊
は
昼
間
草
む
ら
な
ど
に

潜
ん
で
お
り
ま
す
。
家
の
周

辺
の
草
む
ら
な
ど
出
来
る
だ

け
な
〈
し
ま
し
ょ
う
。

③
薬
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を
使
っ
て
駆
除
す
る
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倍
に
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す
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万
メ

ー
ト

ル
当
り
一
リ
ッ
ト
ル
を
撒
布

し
て
〈
だ
さ
い
。
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安全に使うには

コ
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セ

γ
ト
や
ソ
ケ
ッ
ト

な
ど
に
は
安
全
に
流
せ
る
電

気
の
限
度
が
あ
り
ま
す
。
限

度
を
乙
え
て
電
気
を
使
う
と

過
熱
し
た
り
し
て
故
障
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
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え
る
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は
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ッ
ト
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0
0

ワ
ッ
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で
す
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だ
か
ら
例
え

ば
ト
ー
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(
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ワ
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)
ポ
ッ
ト
(
四
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O
ワ

ッ
ト
)
を
使
っ

て
い
る
コ
ン

セ
ッ
ト
か
ら
同
時
に
ア
イ
ロ

ン

(三

O
O
ワ
ッ
ト
)
を
使

え
ば
合
計
一
、
三

O
O
ワ
ッ

ト
と
な
り
限
度
を
こ
え
て
電

気
を
使

っ
て

い
る
こ
と
に
な

り
危
険
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
注
意
で
こ
ん
な
使
い
方
は

や
め
電
気
は
安
全
に
使
い
ま

し
ょ
う
。
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